	　みやぎハートフルバンク事業
福祉・ボランティア・市民団体への活動助成事業要領


１．目的
県民からの浄財を活用し、県内の福祉・ボランティア活動の推進を図るために、団体が企画し、実施する事業に対して助成を行う。

２．助成対象団体

助成対象団体は１０団体とし、県内で活動するNPO法人又は法人格を有しない団体であって、県内に事務所を有しているものとする。ただし、ひとつの団体が１年間に助成を受けることができる事業は、１事業とする。

３．助成対象事業等

（１）助成対象事業は、県内の福祉・ボランティア活動の推進を図ることを目的として実施する非営利の事業であって、次の各号のいずれかに該当する事業とする。
イ　今日的なニーズに対応し、事業実施後も継続してその効果が見込まれる事業

ロ　各地域単位の活動で、内容が先駆的、開拓的な事業であって、モデルとして奨励される事業

ハ　福祉・ボランティア活動の発展が期待できる事業

ニ　住民に対する広報啓発事業
（２）前項の規定にかかわらず、次に掲げる事業は、助成の対象としない。

イ　行政から委託又は助成を受けている事業
ロ　同一の団体が実施する事業であって，この事業による助成を過去に３回受けたもの

ハ　政治活動又は宗教活動を目的とする事業
ニ　総会、役員会等団体の運営に係るものであると認められるもの

４．助成額

助成対象事業に要する経費について、５万円を上限として助成する。ただし、次に掲げる経費は、助成の対象としない。

イ　給与、賃金、手当等の支払に要する経費
ロ　慶弔、接待その他交際に要する経費
ハ　茶菓代、賄い費その他食糧に要する経費

ニ　備品の購入に要する経費

ホ　個人又は団体への助成、委託等に要する経費

５．助成の申請等

（１）助成を受けようとするものは、みやぎハートフルバンク助成申請書（様式１）に次に掲げる書類を添付して会長に提出しなければならない。

イ　助成を受けようとする事業の企画書又はそれに代わるもの

ロ　事業実施年度の申請団体の活動計画書及び収支予算書又はそれに代わるもの

ハ　事業実施年度の前年度の申請団体の活動報告書及び収支決算書又はそれらに代わるもの
（２）申請書の提出期間は，次の各号に掲げる事業の区分に応じ、当該各号に掲げる期間に申請書を提出しなければならない。
イ　６月１日から１０月３１日までの間に実施する事業　４月１日から５月１０日ころ
ロ　１１月１日から３月３１日までの間に実施する事業　９月１日から９月３０日まで

６．審査及び助成団体の決定
（１）会長は、申請書を受理したときは、その内容を審査し、助成する団体を決定しなければならない。

（２）前項の決定に当たっては、あらかじめみやぎボランティア総合センター運営委員会の意見を聴かなければならない。

（３）会長は、助成する団体を決定したときは、当該団体に通知しなければならない。

７．助成の条件

（１）助成を受けた事業において印刷物、冊子等を作成するときは、これらにこの事業による助成を受けて実施していることを明記すること。

（２）助成を受けた事業を中止し、又は廃止するときは、会長の承認を受けること。

（３）助成を受けた事業が事業実施期間内に完了しない場合又は完了が困難となった場合は、速やかに会長に報告してその指示を受けること。

８．報告
助成を受けた団体は、事業完了後１ヶ月以内に若しくは事業を中止し、又は廃止したときは速やかに、報告書（様式２）に収支計算書を添付して会長に提出しなければならない。この場合において、支出を証明する領収書及びレシート等の原本又は写しを添付しなければならない。

９．助成金の返還

会長は、助成を受けた団体が次の各号のいずれかに該当するときは、助成額の全部又は一部の返還を命じることがある。

　　イ　助成の際に付された条件に反したとき。

ロ　助成を受けた事業を中止し、又は廃止したとき。

ハ　事業実施期間内に事業を完了しない場合又は完了が困難となったとき。

ニ　申請内容と異なる事業を実施していた場合で、調査により不正であると認められたとき。

ホ　助成対象外の事業を実施し，又は助成対象外の経費に支出していたとき。

ヘ　助成対象事業の決算において余剰金が発生したとき。
附　則

この規程は、昭和42年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、昭和61年３月25日から改正施行する。

附　則

従前の「宮城県善意銀行運営委員会規程」は、平成９年３月31日で廃止する。

附　則

この運営要綱は、平成９年４月１日から施行する。

附　則

1.従来の「みやぎハートフルバンク運営要綱」は、平成11年5月31日で廃止する。

2.この一部改正要綱は、平成11年6月1日から施行する。

附　則

この一部改正要綱は、平成１２年２月１５日から施行する。

附　則

この一部改正要綱は、平成１２年９月６日から施行する。ただし、第５条第３項の「助成」の基準は、平成１２年１０月１日から施行する。

附　則

この一部改正要綱は、平成1３年４月１日から施行する。

附　則

この一部改正要綱は、平成1４年８月５日から施行する。

附　則

この改正要領は、平成１９年４月１日から施行する。
記入にあたって　

■団体概要

· 団体及びグループ名は、（法人格を含めた）正式名称をお書きください。

· 押印は不要です。

· 団体住所は、団体としての合意があれば、独立事務所でなくても構いません（代表者等の自宅
を含む）。

· 団体設立時期は、法人格の取得時期に関わらず、活動を実際に始めた時期をお書きください。

· FAX、E-mail、URLは、ある場合のみで結構です。

· 助成金は全て銀行振り込みといたしますので、団体の銀行口座をご用意願います。

■応募内容

· 対象地域は、今回申請対象の活動あるいは事業の対象地域をお書きください。

複数の都県にわたる場合は、主となるものを３つまでお書きください。

· 県内全域または複数市区町村にわたる場合は、それが分かるようお書きください。

· 応募担当者は、団体代表者と同一でも構いませんが、当方から連絡を差し上げることがあり

ますので、連絡の取れる方をお書きください。

· スケジュール欄は助成を受ける事業の準備から、助成終了後の見通しや展開予定などについて
お書きください。

· 応募金額内訳については、費目ごとに分け、単位は円でお書きください。
	お願い

· 記入はできるだけワープロ打ちでお願いします。応募用紙に切り張りをした場合は、

コピーしたものをお送りください。

· 手書きの場合は、分かりやすく楷書でお書きください。

· 応募用紙は、当方の事務処理の都合上、ホチキス止めせずにお送りください。

· 応募用紙の右上にある受付番号欄は、事務局用ですので記載しないでください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式１
	受付番号　　－　　　　―　　　　―　　　　


平成　　年度　第　　期みやぎハートフルバンク助成申請書
■団体概要　　　　別途、団体資料（パンフレット・会報など）を同封してください　　　　　記入日：平成　　年　　月　　日　　　　　　　　　　
	団体名


	法人格がある場合は、法人格名もお書きください

	代表者
	役職　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　   ふりがな　　　　 　　　　　　年齢　　　才

	団体住所
	〒

電話：　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：　　　　　　　　　　　　　URL：

	団体設立時期
	１．設立から１年以上　（設立　　　　年　　月）　　２．設立から１年未満　(設立　　　　年　　月) 

	振込み銀行口座
　口座名義（フリガナ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　銀行　　　　　　　　支店　　普通・当座　　口座番号　　　　　　　　


	これまでの活動及び事業の実績

	日常の活動目的と活動内容


■応募内容
	活動・事業名

実施予定日
	
実施予定日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	対象地域
	　県域　　　　　　　　　　　　　　　市/区/町/村

	応募担当者連絡先

（連絡を差し上げる場合があります。連絡が取れる先をお書きください）
	氏名　　　　　　　　　　　　　  ふりがな
〒

電話：　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：

	助成希望金額
	　　　　＿＿＿＿　万円（上限５万円）


	今回応募する活動・事業の目的、主旨、対象者、その効果など　　　　　　　　　　　　　

	

	スケジュール　（年・月）
	活動・事業の内容など（詳しく具体的に）

	準備から実施まで
	

	事業終了後の展開
	

	


· 収支予算内訳　（助成を受ける事業の予算です）

◎収入
	費　　　目
	内　容（収入内訳）
	金額　(単位：円)
	※未記入

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計　　　　　　　　　円

費目は,参加費･ハートフルバンク助成金･自己負担金(団体会費)･寄付金等で,事業をまかなう収入を記入。　

	◎支出

	費　　　目
	内　容（単価・数量など）
	金額（単位：円）
	ﾊｰﾄﾌﾙﾊﾞﾝｸ充当区分

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　　　　　円

費目は事業にかかわる、旅費･交通費･印刷費･信費･謝金･消耗品費･資料費･その他、で記入。


	この事業が終了後の活動に、具体的にどのように活かしていくのか。（今後の取り組み予定）


　様式２
	受付番号　　　－　　　―　　　　―　　　　


平成　　年度　第　　期みやぎハートフルバンク助成報告書
■団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日：平成　　年　　月　　日　　　　　　　　　　
	団体名

	法人格がある場合は、法人格名もお書きください

	代表者
	役職　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　   ふりがな　　　　 　　　　　　年齢　　　才

	団体住所
	〒
電話：　　　　　　　　　　　　　　FAX：
E-mail：　　　　　　　　　　　　　URL：


■事業内容
	活動・事業名
実施日　
	
実施日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	対象地域
	　県域　　　　　　　　　　　　　　　市/区/町/村

	準備から実施までの経緯
	内容（なるべく詳しく）　

	実施後の効果・成果
	参加者数や発行数、実施にあたっての感想なども記入してください。

	今後の方向性
	実施後団体として、この事業を活かしてどのように活動していくか、具体的に記入してください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 収支決算内訳　（助成を受けた事業の決算です）
◎収入
	費　　　目
	内　容（収入内訳）
	金額　(単位：円)
	※未記入

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計　　　　　　　　　円
費目は、参加費･ハートフルバンク助成金･自己負担金(団体会費)･寄付金等で、事業をまかなった収入を記入。　

	◎支出

	費　　　目
	内　容（単価・数量など）
	金額（単位：円）
	ﾊｰﾄﾌﾙﾊﾞﾝｸ充当区分

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　　　　　円
費目は事業にかかわる、旅費･交通費･印刷費･通信費･謝金･消耗品費･資料費･その他、で記入。


※支出に伴う領収証、レシート等を添付のこと（コピー可）。







